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研究成果の概要（和文）：本研究では体力のレベルや変化に注目して検討を行った。本研究で得られた主な成果
は以下の通りである。①男女ともに体格の影響を考慮した相対的握力の成績が良ければ、脂質異常症の発症リス
クは低く、相対的握力の成績と脂質異常症の発症リスクには明確な負の量反応関係が認められた。②下半身のパ
ワーを示す垂直跳びの成績についても負の量反応関係が認められた。③加齢による握力の変化は、男女ともに非
線形であり、40歳以降から低下速度は大きく、女性と比較して男性において顕著であることが示された。なお、
体力のレベルと変化を直接比較した検討では成果は得られなかった。

研究成果の概要（英文）：The current study focused on the influence of level and change of physical 
fitness . The main findings of this study are as follows. (1) A better performance of grip strength 
relative to body mass was associated with a lower risk of dyslipidemia among both men and women with
 a clear dose-response relationship. (2) An inverse dose-response relationship was also observed for
 vertical jump performance. (3) Age-related changes in grip strength were nonlinear in both men and 
women, and the rate of decline was greater after the age of 40, and was more pronounced in men than 
in women. A direct comparison of influence of the level and change of physical fitness did not yield
 findings.

研究分野：運動疫学

キーワード： 体力　コホート研究　観察研究　経年変化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
簡便な体力テスト（特に筋に関するテスト）の成績が生活習慣病の発症リスクとのマーカーとなる可能性が示さ
れた。近年、身体を動かすことは健康によいことは常識として受け入れられているが、これは主に有酸素性の身
体活動が念頭に置かれている。一方、筋力やパワーなどの筋に関する体力は、有酸素性の身体活動によって向上
させることは難しい。さらに、全身の筋力を反映する握力は40歳以降から急激に低下することから、中年期以降
の筋力トレーニングの重要性が強調された。2024年1月に公表された身体活動・運動に関する新ガイドでは筋力
トレーニングの実施が推奨されており、本研究はその推奨を間接的に支持する結果となっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、身体不活動が生活習慣病のリスクを高める要因であることは、もはや国民レベルで常識
となっている。これまでの研究により、日々の身体活動状況の客観的な指標である全身持久力が
高ければ、糖尿病、高血圧、脂質異常症に代表される生活習慣病の発症リスクは低い値を示すこ
とが数多く示されている。さらに、体力要素の一つである全身持久力が増加すると、高血圧や高
コレステロール血症（Lee et al. J Am Coll Cardiol. 2012）、糖尿病（Carnethon et al. Diabetes 
Care. 2009）のリスクは低い値を示すことが報告されている。しかしながら、体力と生活習慣病
の関連については未だ検討すべき課題が数多く残されている。例えば、全身持久力以外の体力要
素との関連についてである。体力には全身持久力以外にも筋力、筋持久力、パワー、柔軟性、敏
捷性など多くの要素があり、お互いに一部相関するものの、別な身体的要因によって規定されて
いる。さらに、体力が高いことと増えることのどちらがより生活習慣病の予防に強く寄与するか
は不明である。体力の高い人と比較すると、体力の低い人はわずかな負荷であっても体力は向上
しやすいと考えられる。この場合、生活習慣病のリスクはどうなるのだろうか？ 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、全身持久力以外の体力と生活習慣病の発症リスクとの関連について検討す
るとともに、体力の変化にも注目し、体力の高低と増減の影響を同時に比較検討することであっ
た。 
 
３．研究の方法 
（1）2001 年度に実施した人間ドック健診の受診者を対象に体力テストを実施し、握力、垂直跳
び、立位前屈、閉眼片足立ち、全身反応時間を評価した。さらに、血液検査および自記式による
既往歴および現病歴をもとに脂質異常症を評価し、2001 年度から 2007 年度まで評価した。さら
に、調整項目として、年齢、喫煙状況、飲酒状況、糖尿病歴、高血圧歴を評価した。さらに、体
格の影響を考慮するため、身長、体重を測定し、BMI を算出した。脂質異常症の発症リスクを検
討する際は、参加者を性別・年齢階級別の七分位（S1-S7）にわけたのち、各分位を男女毎に統
合し、各分位カテゴリーで年齢の分布を揃えた。欠測値は多重代入法により補完し、20 個のデ
ータセットより推定値を算出した。Cox 比例ハザード回帰モデルを用いて、上述の調整項目を考
慮したモデル 1と他の体力テストの成績も考慮したモデル 2（メインのモデル）によりハザード
比と 95%信頼区間を男女別に算出した。感度分析として、追跡後 2年間以内に発症した脂質異常
症を除外した分析と追跡期間中に 2 回脂質異常症と認められた場合のみを発症と定義したアウ
トカムを用いた分析も実施した。さらに、副次アウトカムとして、脂質異常症を構成する高 LDL
コレステロール血症、高トリグリセリド血症、低 HDL コレステロール血症に加えて、高 non-HDL
コレステロール血症の発症リスクとの関連も同様のモデルを用いて検討した。 
 
（2）2001 年度から 2007 年度まで実施した人間ドック健診の受診者のうち、2012 年度までの間
に少なくとも 2回以上握力測定を実施したものについて、握力の経年変化を記述し、経年変化に
影響を与える因子の特定を行った。検討された項目は、BMI、病歴（心臓病、脳卒中、がん、糖
尿病、高血圧、脂質異常症）、喫煙状況、飲酒状況、運動習慣、朝食欠食、握力の測定回数であ
った。一般線型混合モデルを用いて男女別に解析を行い、個人を変量効果とし扱った。 
 
４．研究成果 
（1）分析対象者は 20-92 歳の 16,149
人（男性 9,941 人、女性 6,208 人）で
あった。2002 年度から 2007 年度の追
跡期間中、男性で 4458 人（44.9%）、女
性で 2461 人（39.6%）が脂質異常症を
発症した。男女ともに、BMI 当たりの握
力が高ければ、脂質異常症の発症リス
クは低く（図 1）、明確な負の量反応関
係が認められた（P < 0.001）。この関
連は 2 つの感度分析（追跡後 3 年間以
降のアウトカムに限定／追跡期間中に
脂質異常症に 2 回該当）においても認
められた。さらに、脂質異常症を構成する各血症との関連については、男女ともに BMI 当たりの
握力と各血症の発症リスクには負の関連が認められ、女性（P < 0.028）と比べて男性（P < 0.001）
の関連が強かった。他の体力テストの成績については、BMI あたりの垂直跳びに関しても負の量
反応関係が認められたものの（P < 0.001）、他の体力テストの成績と脂質異常症の発症リスクの
間には関連は認められなかった。（Momma et al. J Epidemiol. 2021） 
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図1 BMI当たり握力と脂質異常症の発症リスクの関連



（2）分析対象者は 20-92 歳の 60,809 人（男
性 39,290 人、女性 21,519 人）であった。
20012 年度までの握力の測定回数は、2 回
だった者が26.5%、3-4回だった者が28.2%、
5-7 回だった者が 25.0%、8回以上だった者
が 20.2%であり、女性（15.9%）に比べて男
性（22.6%）のほうが測定回数は多かった
（値は 8 回以上の者の割合）。男女とも年
齢の二乗項は有意であり（P < 0.001）、加
齢によって握力は非線形で減少すること
が示された（図 2）。特に、男性の握力は女
性よりも高いぶん、減少カーブは大きく、
40 歳以降大きな減少が認められた。握力の
低下に保護的な影響を与える因子として
は、BMI が高いこと、飲酒頻度が高いこと、
運動習慣があること、握力測定の回数が多
いことが特定された（表 1）。一方、加速さ
せる要因としては、糖尿病および脂質異常
症の既往歴、喫煙習慣（吸っているよりも
やめたほうが関連が強い）、朝食の欠食で
あった。 
 
（3）上記の内容にこれまで実施してきた
全身持久力と生活習慣病の発症リスクの
関連（Momma et al. J Phys Fitness Sports 
Med. 2022）および体力の経年変化を検討す
る際にその発展として展開させ始めた母
親の身体活動の変化パターンと子どもの
体力の関連に関する検討（Yamada, Mommma 
et al. J Phys Fitness Sports Med. 2022）
について、総説として成果をまとめた。 
 
（4）生活習慣病の発症リスクに対する体
力のレベルと変化を直接比較した検討で
は、今回は残念ながら成果は得られなかっ
た。 
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図2 男女別の加齢に伴う握力の低下

表1 追跡期間中における握力に影響を与える要因
女性（n = 21,519）男性（n = 39,290）

P値標準誤差推定値P値標準誤差推定値
固定効果

<0.0010.5324.71<0.0010.5333.03切片
<0.0010.020.07<0.0010.020.24年齢
<0.0010.00-0.002<0.0010.00-0.005年齢2

<0.0010.010.21<0.0010.010.47BMI
0.770.280.080.110.25-0.39心臓病
0.600.32-0.17<0.0010.31-1.37脳卒中
0.460.200.150.830.290.06がん
<0.0010.16-0.65<0.0010.11-1.27糖尿病
0.930.080.010.0420.07-0.13高血圧
<0.0010.06-0.32<0.0010.06-0.30脂質異常症

喫煙習慣
吸わない（参照）

0.0270.13-0.28<0.0010.07-0.54やめた
0.130.15-0.220.0080.07-0.18吸う

飲酒頻度
飲まない（参照）

<0.0010.060.39<0.0010.100.36週1-2回
<0.0010.080.51<0.0010.090.76週3-6回
<0.0010.090.58<0.0010.081.03毎日
<0.0010.050.32<0.0010.060.34運動習慣あり
<0.0010.12-0.37<0.0010.10-0.51朝食欠食

握力測定回数
2回（参照）

<0.0010.070.240.430.080.063-4回
<0.0010.070.45<0.0010.080.495-7回
<0.0010.080.65<0.0010.080.568回以上

変量効果
<0.0010.1311.50<0.0010.2024.60SD切片
<0.0010.034.13<0.0010.047.23SD誤差
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